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(57)【要約】
【課題】
　異なる方式（規格）の信号同士を共通のフレームを用
いて作成した信号により送信可能な送信装置、送信方法
及びプログラムを提供する。
【解決手段】
　本発明の通信装置は、第１の方式の第１の信号を生成
する第１の送信処理部と、第２の方式の第２の信号を生
成する第２の送信処理部と、第１の領域に前記第１の信
号を、第２の領域に前記第２の信号を含む時分割多重方
式のフレームを用いて作成した信号を送信する送信部と
、前記第１の送信処理部及び前記第２の送信処理部に対
して、前記フレームに関する情報を通知する制御部と、
を備え、前記制御部は、前記第１の送信処理部に対し、
前記第１の領域として、前記フレームにおける前記第２
の方式の無信号区間を通知し、前記第２の送信処理部に
対し、前記第２の領域として、前記フレームにおける前
記第１の方式の無信号区間を通知することを特徴とする
。
【選択図】　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の方式の第１の信号を生成する第１の送信処理部と、
　第２の方式の第２の信号を生成する第２の送信処理部と、
　第１の領域に前記第１の信号を、第２の領域に前記第２の信号を含む時分割多重方式の
フレームを用いて作成した信号を送信する送信部と、
　前記第１の送信処理部及び前記第２の送信処理部に対して、前記フレームに関する情報
を通知する制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記第１の送信処理部に対し、前記第１の領域として、前記フレームにおける前記第２
の方式の無信号区間を通知し、
　前記第２の送信処理部に対し、前記第２の領域として、前記フレームにおける前記第１
の方式の無信号区間を通知する
ことを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記第１の送信処理部及び第２の送信処理部のそれぞれに、フレーム長及び分割領域が
同一である前記フレームを出力するフレーム生成部をさらに備え、
　前記第１の送信処理部は、前記フレーム生成部から入力した前記フレームの第１の領域
に前記第１の信号を格納し、
　前記第２の送信処理部は、前記フレーム生成部から入力した前記フレームの第２の領域
に前記第２の信号を格納する
ことを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記フレームの分割領域のうち、前記第１の信号を格納する前記第１の領域と、前記第
２の信号を格納する前記第２の領域とは、予め定められていることを特徴とする請求項１
又は２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記第１の送信処理部は、前記第１の信号を前記第１の領域に格納した前記フレームを
変調して得た信号を前記送信部へ出力し、
　前記第２の送信処理部は、前記第２の信号を前記第２の領域に格納した前記フレームを
変調して得た信号を前記送信部へ出力し、
　前記送信部は、前記第１の送信処理部から入力した信号と、前記第２の送信処理部から
入力した信号とを合成する
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の通信装置。
【請求項５】
　時分割多重方式で送受信される通信方式である前記第１の方式の信号を受信する受信処
理部をさらに備え、
　前記受信処理部は、前記受信した信号を復調して得たフレームに格納されている信号の
うち、前記第１の領域に対応する領域に格納されている信号を抽出し、抽出した前記信号
を受信することを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の通信装置。
【請求項６】
　前記第１の方式は、時分割多重方式で送受信される通信方式であり、
　前記第２の方式は、フレーム内に無信号区間を有する放送方式である
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の通信装置。
【請求項７】
　第１の方式の第１の信号を生成し、
　第２の方式の第２の信号を生成し、
　第１の領域に前記第１の信号を、第２の領域に前記第２の信号を含む時分割多重方式の
フレームを用いて作成した信号を送信し、
　前記第１の領域として、前記フレームにおける前記第２の方式の無信号区間を通知し、



(3) JP 2015-173373 A 2015.10.1

10

20

30

40

50

　前記第２の領域として、前記フレームにおける前記第１の方式の無信号区間を通知する
ことを特徴とする通信方法。
【請求項８】
　フレーム長及び分割領域が同一である前記フレームを出力し、
　出力された前記フレームの前記第１の領域に前記第１の信号を格納し、
　出力された前記フレームの前記第２の領域に前記第２の信号を格納する
ことを特徴とする請求項７に記載の通信方法。
【請求項９】
　第１の方式の第１の信号を生成する処理と、
　第２の方式の第２の信号を生成する処理と、
　第１の領域に前記第１の信号を、第２の領域に前記第２の信号を含む時分割多重方式の
フレームを用いて作成した信号を送信する処理と、
　　前記第１の領域として、前記フレームにおける前記第２の方式の無信号区間を通知す
る処理と、
　前記第２の領域として、前記フレームにおける前記第１の方式の無信号区間を通知する
処理と、
をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　フレーム長及び分割領域が同一である前記フレームを出力する処理と、
　出力された前記フレームの前記第１の領域に前記第１の信号を格納する処理と、
　出力された前記フレームの前記第２の領域に前記第２の信号を格納する処理と
を含むことを特徴とする請求項１０に記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信装置、通信方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：時分割多
重接続）方式は、伝送帯域を時間的に分割して情報伝送用のタイムスロットを構成し、各
タイムスロットを情報の伝送に割り当てる通信方式である。
【０００３】
　特許文献１は、ＴＤＭＡ方式を用いて、複数の端末装置の各々がデータを伝送する技術
について開示する。特許文献１に記載の端末装置は、伝送帯域を複数に分割したタイムス
ロットのうち、自装置に割り当てられた１又は２以上のタイムスロットを用いて、データ
を含む信号（フレーム）を送信する。すなわち、特許文献１において、互いに異なる端末
装置が送信する信号（フレーム）は、互いに異なるタイムスロットを用いて送信される。
【０００４】
　ここで、特許文献１に記載の一の端末装置が、時分割多重方式で送受信される通信方式
でフレームを送信し、他の端末装置がフレーム内に無信号区間を有する放送方式でフレー
ムを送信する場合を考える。当該一の端末装置が送信する時分割多重方式のフレームには
、図１に示すように、データを含まない領域が存在する。一方、他の端末装置が送信する
放送方式のフレームにも、図２のように、無信号区間が存在する。
【０００５】
　特許文献１に記載の技術では、互いに異なる端末装置が互いに異なるタイムスロットを
用いて信号（フレーム）を送信するため、図１及び図２に示すフレームが、異なるタイム
スロットを用いて伝送されることなる。そうすると、図３に示すように、それぞれのタイ
ムスロットにおいて、データを含まない領域（無信号区間）が存在することになり、伝送
帯域の使用率が低下してしまう問題がある。
【０００６】



(4) JP 2015-173373 A 2015.10.1

10

20

30

40

50

　これに対して、特許文献２及び３は、同一の方式（規格）の複数のデータを共通するフ
レームに格納して送信する技術を開示する。
【０００７】
　特許文献２は、同一の方式（規格）の信号であるベースバンドディジタル変調信号とス
ペクトル拡散信号とをフレーム合成し、無線伝送路に伝送する技術を開示する。
【０００８】
　また、特許文献３は、それぞれが同一方式（規格）の信号である複数の送信データ信号
に基づいて複数のベースバンド信号を発生し、該複数のベースバンド信号を合成した合成
信号を出力する技術を開示する。
【０００９】
　上記の通り、特許文献２及び３の技術では、異なる信号を合成して１つのフレーム（信
号）として伝送（出力）するため、特許文献１に記載の時分割多重方式を用いた場合、同
一のタイムスロットで伝送することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００１－１２８２１５号公報
【特許文献２】特開２００２－１８５３６７号公報
【特許文献３】特開平１０－４１８５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ここで、特許文献１において、同一の方式（規格）の信号であるベースバンドディジタ
ル変調信号とスペクトル拡散信号とを１つのフレームに合成することは開示されているが
、異なる方式（規格）の信号同士を合成することについては開示も示唆もない。
【００１２】
　また、特許文献２には、それぞれが同一方式（規格）の信号である複数のベースバンド
信号を合成した合成信号を出力することは開示されているが、異なる方式（規格）の信号
同士を合成することについては開示も示唆もない。
【００１３】
　すなわち、特許文献２及び３には異なる方式（規格）の信号同士を合成することについ
て開示も示唆もなく、当該特許文献２及び３の技術では、異なる方式（規格）の信号同士
を共通のフレームに合成することができない。そのため、特許文献１に記載の技術に特許
文献２及び３に記載の技術を適用しても、異なる方式（規格）の信号同士は、互いに異な
るタイムスロットで送信されることになり、伝送帯域の使用率が低下してしまう。
【００１４】
　そこで、本発明の目的は、上記問題を解決し、異なる方式（規格）の信号同士を共通の
フレームにより送信し、伝送帯域の使用率が低下することを防止する送信装置、送信方法
及びプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の通信装置は、第１の方式の第１の信号を生成する第１の送信処理部と、第２の
方式の第２の信号を生成する第２の送信処理部と、第１の領域に前記第１の信号を、第２
の領域に前記第２の信号を含む時分割多重方式のフレームを用いて作成した信号を送信す
る送信部と、前記第１の送信処理部及び前記第２の送信処理部に対して、前記フレームに
関する情報を通知する制御部と、を備え、前記制御部は、前記第１の送信処理部に対し、
前記第１の領域として、前記フレームにおける前記第２の方式の無信号区間を通知し、前
記第２の送信処理部に対し、前記第２の領域として、前記フレームにおける前記第１の方
式の無信号区間を通知することを特徴とする。
【００１６】
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　本発明の通信方法は、第１の方式の第１の信号を生成し、第２の方式の第２の信号を生
成し、第１の領域に前記第１の信号を、第２の領域に前記第２の信号を含む時分割多重方
式のフレームを用いて作成した信号を送信し、前記第１の領域として、前記フレームにお
ける前記第２の方式の無信号区間を通知し、前記第２の領域として、前記フレームにおけ
る前記第１の方式の無信号区間を通知することを特徴とする。
【００１７】
　本発明のプログラムは、第１の方式の第１の信号を生成する処理と、第２の方式の第２
の信号を生成する処理と、第１の領域に前記第１の信号を、第２の領域に前記第２の信号
を含む時分割多重方式のフレームを用いて作成した信号を送信する処理と、前記第１の領
域として、前記フレームにおける前記第２の方式の無信号区間を通知する処理と、前記第
２の領域として、前記フレームにおける前記第１の方式の無信号区間を通知する処理と、
をコンピュータに実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の通信装置等は、異なる方式（規格）の信号同士を共通のフレームにより送信し
、伝送帯域の使用率が低下することを防止できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】時分割多重方式で送受信される通信方式で用いられるフレームの構成例を示す図
である。
【図２】フレーム内に無信号区間を有する放送方式で用いられるフレームの構成例を示す
図である。
【図３】時分割多重方式で送受信される通信方式のフレームと、フレーム内に無信号区間
を有する放送方式のフレームとを時分割多重方式で伝送する場合における、フレームの伝
送状況を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態における、通信装置の構成例を示すである。
【図５】本発明の第１の実施形態における、通信装置の動作例を示すフローチャートであ
る。
【図６】本発明の第２の実施形態における、第１の送信処理部１１が第１の信号を格納し
たフレームと、第２の送信処理部１２が第２の信号を格納したフレームの関係を示す図で
ある。
【図７】本発明の第２の実施形態における、通信装置１の動作例を示すフローチャートで
ある。
【図８】本発明の第３の実施形態における、通信装置１の構成例を示す図である。
【図９】本発明の第３の実施形態における、通信装置１の動作例を示すフローチャートで
ある。
【図１０】本発明の第４の実施形態における、通信装置１の構成例を示す図である。
【図１１】本発明の第４の実施形態における、受信処理部２０の構成例を示す図である。
【図１２】本発明の第４の実施形態における、第１の送信処理部１１の構成例を示す図で
ある。
【図１３】本発明の第４の実施形態における、第１のＦＲＭ処理部１１２が出力するフレ
ームの構成例を示す図である。
【図１４】本発明の第４の実施形態おける、第２の送信処理部１２の構成例を示す図であ
る。
【図１５】本発明の第４の実施形態における、第２のＦＲＭ処理部１２２が出力するフレ
ームの構成例を示す図である。
【図１６】本発明の第４の実施形態における、ＲＦ信号を受信する場合の通信装置１の動
作例を示すフローチャートである。
【図１７】本発明の第４の実施形態における、ＲＦ信号を送信する場合の通信装置１の動
作例を示すフローチャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００２０】
　＜第１の実施形態＞
　本発明の第１の実施形態について、図面を参照して説明する。なお、この概要に付記し
た図面参照符号は、理解を助けるための一例として各要素に便宜上付記したものであり、
この概要の記載はなんらの限定を意図するものではない。
【００２１】
　本発明の第１の実施形態は、共通のフレームにおいて、第１の方式の第１の信号は第２
の方式の無信号区間（第１の領域）に格納し、第２の方式の第２の信号は第１の方式の無
信号区間（第２の領域）に格納する。すなわち、本発明の第１の実施形態は、共通のフレ
ームにおいて、一方の方式の信号を、他方の方式の無信号区間に格納することにより、異
なる方式（規格）の信号を共通のフレームに格納することができる。
【００２２】
　図４は、本発明の第１の実施形態における、通信装置の構成例を示す図である。図４に
示すように、本発明の第１の実施形態における通信装置は、第１の送信処理部１１と、第
２の送信処理部１２と、送信部１３と、制御部１４とを備える。
【００２３】
　第１の送信処理部１１は、第１の方式（規格）の第１の信号を生成する。
【００２４】
　第２の送信処理部１２は、第１の方式（規格）とは異なる第２の方式（規格）の第２の
信号を生成する。
【００２５】
　送信部１３は、第１の領域に当該第１の信号を、第２の領域に当該第２の信号を格納し
た時分割多重方式のフレームを用いて作成した信号を送信する。時分割多重方式は、複数
の信号のそれぞれを互いに時間的に重なり合わないように時間軸上に並べて多重化する方
式である。
【００２６】
　制御部１４は、第１の送信処理部１１及び第２の送信処理部１２に対して、フレームに
関する情報を通知する。制御部１４は、第１の送信処理部１１に対し、第１の領域として
、フレームにおける第２の方式の無信号区間を通知し、第２の送信処理部に対し、第２の
領域として、フレームにおける第１の方式の無信号区間を通知する。
【００２７】
　ここで、第１の領域は、当該フレームにおける第２の方式の無信号区間であり、第２の
方式において、当該フレームの第１の領域は、信号を格納しない（信号を伝送しない）区
間である。
【００２８】
　同様に、フレームの第２の領域は、当該フレームにおける第１の方式の無信号区間であ
り、第１の方式において、当該フレームの第２の領域は、信号を格納しない（信号を伝送
しない）区間である。
【００２９】
　図５は、本発明の第１の実施形態における、通信装置１の動作例を示すフローチャート
である。
【００３０】
　制御部１４が、第１の送信処理部１１に対し、第１の領域として、フレームにおける第
２の方式の無信号区間を通知し、第２の送信処理部に対し、第２の領域として、フレーム
における第１の方式の無信号区間を通知する（Ｓ１０１）。
【００３１】
　第１の送信処理部１１が、第１の方式（規格）の第１の信号を第１の領域に格納したフ
レームを生成する（Ｓ１０２）。
【００３２】
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　一方、第２の送信処理部１２が、第２の方式（規格）の第２の信号を第２の領域に格納
したフレームを生成する（Ｓ１０３）。
【００３３】
　送信部１３は、第１の領域に当該第１の信号を、第２の領域に当該第２の信号を格納し
た時分割多重方式のフレームを用いて作成した信号を送信する（Ｓ１０４）。
【００３４】
　上記の通り、本発明の第１の実施形態において、共通のフレームにおいて、一方の方式
の信号を、他方の方式の無信号区間に格納することにより、異なる方式（規格）の信号を
共通のフレームに格納できる。
【００３５】
　＜第２の実施形態＞
　本発明の第２の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００３６】
　本発明の第２の実施形態は、制御部１３が、第１の送信処理部１１及び第２の送信処理
部１２のそれぞれに、フレームの長さと、当該フレームにおける第１の信号又は第２の信
号を格納する領域（区間）とを指示するものである。
【００３７】
　本発明の第２の実施形態における通信装置１の構成例は、図４に示す、本発明の第１の
実施形態における通信装置１の構成例を示す図である。
【００３８】
　制御部１４は、第１の信号及び第２の信号を格納するフレームに関して、第１の送信処
理部１１と、第２の送信処理部１２とに通知する。制御部１４は、第１の送信処理部１１
に対して、フレームの長さと、当該フレームの分割区間（分割領域）と、当該分割区間（
分割領域）において第１の信号を格納する第１の領域（区間）を指示する。また、制御部
１４は、第２の送信処理部１２に対して、フレームの長さと、当該フレームの分割区間と
、当該分割区間において第２の信号を格納する第２の領域（区間）を指示する。
【００３９】
　制御部１４が、第１の送信処理部１１に通知する第１の領域は、当該フレームにおける
第２の方式の無信号区間である。一方、第２の送信処理部１２に通知する第２の領域は、
当該フレームにおける第１の方式の無信号区間である。なお、制御部１４が、第１の送信
処理部１１と第２の送信処理部１２とに通知するフレームにおいて「フレームの長さ」は
同じ長さであり、「当該フレームの分割区間」は同一である。
【００４０】
　第１の送信処理部１１は、制御部１４からの指示に基づいて、第１の領域に第１の信号
を格納したフレームを変調して得た信号を、送信部１３に出力する。上述したように、第
１の領域は、当該フレームにおける第２の方式の無信号区間である。すなわち、第２の方
式において、当該フレームの第１の領域には、信号が格納されない（信号が伝送されない
）区間である。
【００４１】
　第２の送信処理部１２は、制御部１４からの指示に基づいて、第２の領域に第２の信号
を格納したフレームを変調して得た信号を、送信部１３に出力する。第２の領域は、当該
フレームにおける第１の方式の無信号区間である。上述したように、すなわち、第１の方
式において、当該フレームの第２の領域は、信号を格納しない（信号を伝送しない）区間
である。
【００４２】
　送信部１３は、第１の送信処理部１１及び第２の送信処理部１２から入力した信号を合
成して送信する。
【００４３】
　図６は、本発明の第２の実施形態における、第１の送信処理部１１が第１の信号を格納
したフレームと、第２の送信処理部１２が第２の信号を格納したフレームの関係を示す図
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である。
【００４４】
　第１の送信処理部１１は、図６に示す第１の領域に、第１の信号を格納する。フレーム
における第２の領域は第１の方式の無信号区間であるため、第１の送信処理部１１は、第
２の領域に信号を格納しない。
【００４５】
　一方、第２の送信処理部１２は、図６に示す第２の領域に、第２の信号を格納する。フ
レームにおける第１の領域は第２の方式の無信号区間であるため、第２の送信処理部１２
は、第２の領域に信号を格納しない。
【００４６】
　すなわち、図６に示すように、送信部１３が送信する信号に対応するフレームは、第１
の方式の無信号区間に第２の方式の第２の信号が、第２の方式の無信号区間に第１の方式
の第１の信号が格納されることになる。
【００４７】
　図７は、本発明の第２の実施形態における、通信装置１の動作例を示すフローチャート
である。
【００４８】
　制御部１４が、第１の信号及び第２の信号を格納するフレームに関して、第１の送信処
理部１１と第２の送信処理部１２とに指示する（Ｓ２０１）。
【００４９】
　第１の送信処理部１１が、制御部１４からの指示に基づいて、第１の領域に第１の信号
を格納したフレームを変調して得た信号を送信部１３に出力する（Ｓ２０２）。
【００５０】
　一方、第２の送信処理部１２は、制御部１４からの指示に基づいて、第２の領域に第２
の信号を格納したフレームを変調して得た信号を送信部１３に出力する（Ｓ２０３）。
【００５１】
　送信部１３は、第１の送信処理部１１及び第２の送信処理部１２から入力した信号を合
成して送信する（Ｓ２０４）。
【００５２】
　本発明の第２の実施形態において、制御部１４からの指示により、第１の送信処理部が
フレームの第１の方式の無信号区間に第２の方式の第２の信号を格納し、第２の送信処理
部が当該フレームの第２の方式の無信号区間に第１の方式の第１の信号を格納する。した
がって、本発明の第２の実施形態の通信装置１は、フレームにおいて一方の方式の無信号
区間に他方の方式の信号を格納することにより、共通のフレームに異なる方式の信号を互
いに区別して格納することができる。
【００５３】
　＜第３の実施形態＞
　本発明の第３の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００５４】
　本発明の第３の実施形態は、フレーム生成部が、第１の方式の第１の信号と、第２の方
式の第２の信号とを格納する共通のフレームを生成するものである。
【００５５】
　図８は、本発明の第３の実施形態における、通信装置１の構成例を示す図である。図８
に示すように、通信装置１は、第１の送信処理部１１と、第２の送信処理部１２と、送信
部１３と、フレーム生成部１５とを備える。
【００５６】
　フレーム生成部１５は、第１の方式の第１の信号と、第２の方式の第２の信号とを含む
時分割多重方式のフレームを生成する。
【００５７】
　フレーム生成部１５は、フレームを作成する際に、例えばＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏ
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ｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）等の外部からの基準信号に基づいて動作する。
【００５８】
　フレーム生成部１５は、生成したフレームを、第１の送信処理部１１と、第２の送信処
理部１２とに入力する。フレーム生成部１５が第１の送信処理部１１と第２の送信処理部
１２とに入力するフレームは、同一のフレームであり、フレーム長及びフレームの分割区
間が同じフレームである。また、フレーム生成部１５が第１の送信処理部１１と第２の送
信処理部１２とに入力するフレームは、互いに、基準信号に基づいて出力タイミングが揃
えられているフレームである。
【００５９】
　第１の送信処理部１１は、フレーム生成部１５から入力されたフレームの第１の領域に
、第１の信号を格納する。本発明の第１の実施形態において、第１の送信処理部１１が第
１の信号を格納する第１の領域は、予め定められている。
【００６０】
　なお、第１の送信処理部１１は、第１の信号を格納する第１の領域を、フレーム生成部
１５から通知されてもよい。この場合において、フレーム生成部１５は、第１の送信処理
部１１に対して、第１の領域として、当該フレームにおける第２の方式の無信号区間を通
知する。第１の送信処理部１１は、第１の信号を格納したフレームを変調して得た信号を
、送信部１３に出力する。
【００６１】
　第２の送信処理部１２は、フレーム生成部１５から入力されたフレームの第２の領域に
、第２の信号を格納する。本発明の第３の実施形態において、第２の送信処理部１２が第
２の信号を格納する第２の領域は、予め定められている。
【００６２】
　なお、第２の送信処理部１２は、第２の信号を格納する第２の領域を、フレーム生成部
１５から通知されてもよい。この場合において、フレーム生成部１５は、第２の送信処理
部１２に対して、第２の領域として、当該フレームにおける第１の方式の無信号区間を通
知する。第２の送信処理部１２は、第２の信号を格納したフレームを変調して得た信号を
、送信部１３に出力する。
【００６３】
　送信部１３は、第１の送信処理部１１及び第２の送信処理部１２から入力した信号を合
成して送信する。
【００６４】
　図９は、本発明の第３の実施形態における、通信装置１の動作例を示すフローチャート
である。
【００６５】
　フレーム生成部１５が、フレームを生成し（Ｓ３０１）、第１の送信処理部１１と第２
の送信処理部１２とに出力する（Ｓ３０２）。
【００６６】
　第１の送信処理部１１が、フレーム生成部１５から入力したフレームの第１の領域に、
第１の方式（規格）の第１の信号を格納し（Ｓ３０３）、当該フレームを変調して得た信
号を送信部１４に出力する（Ｓ３０４）。
【００６７】
　一方、第２の送信処理部１２は、フレーム生成部１５から入力したフレームの第２の領
域に、第２の方式（規格）の第２の信号を格納し（Ｓ３０５）、当該フレームを変調して
得た信号を送信部１４に出力する（Ｓ３０６）。
【００６８】
　送信部１３は、第１の送信処理部１１及び第２の送信処理部１２から入力した信号を合
成して送信する（Ｓ３０７）。
【００６９】
　上記の通り、本発明の第３の実施形態において、送信部１３が合成した信号に対応する
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フレームには、第１の方式の無信号区間に第２の方式の第２の信号が、第２の方式の無信
号区間に第１の方式の第１の信号が格納されている。すなわち、本発明の第３の実施形態
の通信装置１は、フレームにおいて一方の方式の無信号区間に他方の方式の信号を格納す
るため、共通のフレームに異なる方式の信号を互いに区別して格納することができる。
【００７０】
　＜第４の実施形態＞
　本発明の第４の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００７１】
　本発明の第４の実施形態は、第１の方式が時分割多重方式で送受信される通信方式であ
り、第２の方式が送信フレーム内に信号が無出力の区間（無信号区間）を有する放送方式
である場合の実施形態である。
【００７２】
　図１０は、本発明の第４の実施形態における、通信装置１の構成例を示す図である。図
１０に示すように、通信装置１は、第１の送信処理部１１と、第２の送信処理部１２と、
フレーム生成部１５と、アップコンバータ１６と、信号増幅器１７と、アンテナ分配部１
８と、アンテナ１９と、受信処理部２０とを備える。なお、上記の各実施形態における送
信部１３は、アップコンバータ１６と、信号増幅器１７と、アンテナ分配部１８と、アン
テナ１９とを含むものである。また、本発明の第４の実施形態において、第１の送信処理
部１１は、時分割多重方式で送受信される通信方式に対応する送信処理部である。一方、
第２の送信処理部１２は、送信フレーム内に信号が無出力の区間（無信号区間）を有する
放送方式に対応する送信処理部である。
【００７３】
　アップコンバータ１６は、第１の送信処理部１１及び第２の送信処理部１２から入力し
たＲＦ信号を合成し、既定のＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）周波数で出力する
。
【００７４】
　信号増幅器１７は、アップコンバータ１６が出力したＲＦ信号の強度を増幅する。
【００７５】
　アンテナ分配部１８は、信号増幅器１７が出力したＲＦ信号をアンテナ１９に転送する
。また、アンテナ分配部１８は、アンテナ１９を介して受信したＲＦ信号を、受信処理部
２０に転送する。
【００７６】
　アンテナ１９は、アンテナ分配部１８から受信したＲＦ信号を、外部に送信する。また
、アンテナ１９は、外部から受信したＲＦ信号を、アンテナ分配部１８に転送する。
【００７７】
　受信処理部２０は、アンテナ分配部１８から転送されたＲＦ信号から受信データを抽出
し、後段の装置等（図示しない）に出力する。
【００７８】
　図１１は、本発明の第４の実施形態における、受信処理部２０の構成例を示す図である
。図１１に示すように、受信処理部２０は、ＡＧＣ（Ａｕｔｍａｔｉｃ　Ｇａｉｎ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌｅｒ）２０１を含む。ＡＧＣ２０１は、受信したＲＦ信号の強度を増幅又は低
減して、受信処理に適切な強度に調整する。
【００７９】
　受信処理部２０は、ＤＥＭＯＤ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｏｒ）２０２を含む。ＤＥＭＯＤ
は、受信したＲＦ信号からフレームを復調する。
【００８０】
　受信処理部２０は、ＤＥＦＲＭ（Ｄｅ－Ｆｒａｍｅ）処理部２０３を含む。ＤＥＦＲＭ
処理部２０３は、ＤＥＭＯＤ２０２から入力したフレームから、受信データを抽出する。
なお、ＤＥＦＲＭ処理部２０３は、第１の送信処理部１１から、フレーム内において受信
データが格納されている領域（区分）の通知を受けてもよい。この場合、第１の送信処理
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部１１は、例えば、フレームにおいて第１のデータを格納する第１の領域の位置を、ＤＥ
ＦＲＭ処理部２０３に通知する。ＤＥＦＲＭ処理部２０３は、入力したフレームのうち、
通知を受けた第１の領域（区分）に対応する領域（区分）から、受信データを抽出する。
【００８１】
　受信処理部２０は、ＤＥＣ（Ｄｅｃｏｄｅｒ）２０４を含む。ＤＥＣ２０４は、ＤＥＦ
ＲＭから入力した符号化されたデータ（圧縮されたデータや暗号化されたデータ）を復号
して、後段の装置（図示しない）に出力する。
【００８２】
　図１２は、本発明の第４の実施形態における、第１の送信処理部１１の構成例を示す図
である。
【００８３】
　第１の送信処理部１１は、第１のＥＮＣ（Ｅｎｃｏｄｅｒ）１１１を含む。第１のＥＮ
Ｃ１１１は、前段の装置（図示しない）から入力されたデータを、一定の規則に基づいて
、第１の形式（時分割多重方式）のデータに変換する。
【００８４】
　第１の送信処理部１１は、第１のＦＲＭ（Ｆｒａｍｅ）処理部１１２を含む。第１のＦ
ＲＭ処理部１１２は、ＥＮＣ１１１から入力したデータを、フレームの第１の領域に格納
する。なお、第１のＦＲＭ処理部１１２は、フレーム生成部１５から入力されたフレーム
に、データを格納する。
【００８５】
　図１３は、本発明の第４の実施形態における、第１のＦＲＭ処理部１１２が出力するフ
レームの構成例を示す図である。図１３に示すフレームにおいて、「Ｕ」で示される領域
（区間）はアップリンク（Ｕｐｌｉｎｋ）信号を格納する区間であり、「Ｄ」で示される
領域（区間）はダウンリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ）信号を格納する区間である。アップリ
ンク信号は、例えば無線通信で端末から基地局に向けて送信される信号やデータである。
一方、ダウンリンク信号は、逆に、例えば無線通信で基地局から端末に向けて送信される
信号やデータである。図１３に示すフレームにおいて、第２の領域に対応する「Ｎ」で示
される領域（区間）は、無信号ノック区間（無信号区間）である。
【００８６】
　第１の送信処理部１１は、ＭＯＤ（Ｍｏｄｕｌａｔｏｒ）１１３を含む。ＭＯＤ１１３
は、第１のＦＲＭ処理部１１２から入力されたフレームを変調して得たＲＦ信号を出力す
る。
【００８７】
　図１４は、本発明の第４の実施形態における、第２の送信処理部１２の構成例を示す図
である。
【００８８】
　第２の送信処理部１２は、第２のＥＮＣ１２１を含む。第２のＥＮＣ１２１は、前段の
装置（図示しない）から入力されたデータを、一定の規則に基づいて、第２の形式（所定
の放送方式）のデータに変換する。第２のＥＮＣ１２１は、例えば、入力されたデータを
、ＤＶＢ－Ｔ２（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　－　Ｔｅｒ
ｒｅｓｔｒｉａｌ　２）のデータに変換する。
【００８９】
　第２の送信処理部１２は、第２のＦＲＭ（Ｆｒａｍｅ）処理部１２２を含む。第２のＦ
ＲＭ処理部１２２は、ＥＮＣ１２１から入力したデータを、フレームの第２の領域に格納
し、当該フレームを出力する。なお、第２のＦＲＭ処理部１２２は、フレーム生成部１５
から入力されたフレームに、データを格納する。
【００９０】
　図１５は、本発明の第４の実施形態における、第２のＦＲＭ処理部１２２が出力するフ
レームの構成例を示す図である。図１５で示すフレームにおいて、「Ｄｂ」で示される領
域（区間）は、放送データを格納する区間である。また、当該フレームにおいて、「Ｎ」
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で示される領域（区間）は、無信号区間である。
【００９１】
　第２の送信処理部１２は、ＩＦＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔ
ｒａｎｓｆｏｒｍ）部１２３を含む。ＩＦＦＴ部１２３は、第２のＦＲＭ処理部１２２か
ら入力したフレームを高速フーリエ変換して得たＲＦ信号を出力する。
【００９２】
　図１６は、本発明の第４の実施形態における、ＲＦ信号を受信する場合の通信装置１の
動作例を示すフローチャートである。
【００９３】
　アンテナ１９は、外部から受信したＲＦ信号を、アンテナ分配部１８に転送する（Ｓ４
０１）。
【００９４】
　アンテナ分配部１８は、アンテナ１９を介して受信したＲＦ信号を、受信処理部２０の
ＤＥＭＯＤ２０２に転送する（Ｓ４０２）。
【００９５】
　ＤＥＭＯＤ２０２は、受信したＲＦ信号からフレームを復調する（Ｓ４０３）。
【００９６】
　ＤＥＦＲＭ処理部２０３は、ＤＥＭＯＤ２０２から入力したフレームから、受信データ
を抽出し、ＤＥＣ２０４に出力する（Ｓ４０４）。
【００９７】
　ＤＥＣ２０４は、ＤＥＦＲＭから入力した符号化されたデータを復号して、後段の装置
（図示しない）に出力する（Ｓ４０５）。
【００９８】
　図１７は、本発明の第４の実施形態における、ＲＦ信号を送信する場合の通信装置１の
動作例を示すフローチャートである。
【００９９】
　第１のＥＮＣ１１１は、前段の装置（図示しない）から入力されたデータを、一定の規
則に基づいて、第１の形式（時分割多重方式）のデータに変換する（Ｓ５０１）。
【０１００】
　第１のＦＲＭ処理部１１２は、ＥＮＣ１１１から入力したデータを、フレーム生成部１
５から入力されたフレームの第１の領域に格納し、ＭＯＤ１１３に出力する（Ｓ５０２）
。
【０１０１】
　ＭＯＤ１１３は、第１のＦＲＭ処理部１１２から入力されたフレームを変調して得たＲ
Ｆ信号を、アップコンバータ１６に出力する（Ｓ５０３）。
【０１０２】
　一方、第２のＥＮＣ１２１は、前段の装置（図示しない）から入力されたデータを、一
定の規則に基づいて、第２の形式（所定の放送方式）のデータに変換する（Ｓ５０４）。
【０１０３】
　第２のＦＲＭ処理部１２２は、ＥＮＣ１２１から入力したデータを、フレームの第２の
領域に格納し、当該フレームをＩＦＦＴ部１２３に出力する（Ｓ５０５）。
【０１０４】
　ＩＦＦＴ部１２３は、第２のＦＲＭ処理部１２２から入力したフレームを高速フーリエ
変換して得たＲＦ信号を、アップコンバータ１６に出力する（Ｓ５０６）。
【０１０５】
　アップコンバータ１６は、第１の送信処理部１１及び第２の送信処理部１２から入力し
たＲＦ信号を合成し、既定のＲＦ周波数で出力する（Ｓ５０７）。
【０１０６】
　信号増幅器１７は、アップコンバータ１６が出力したＲＦ信号の強度を増幅する（Ｓ５
０８）。
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【０１０７】
　アンテナ分配部１８は、信号増幅器１７が出力したＲＦ信号をアンテナ１９に転送する
（Ｓ５０９）。
【０１０８】
　アンテナ１９は、アンテナ分配部１８から受信したＲＦ信号を、外部に送信する（Ｓ５
１０）。
【０１０９】
　上記の通り、本発明の第４の実施形態は、第１の方式が時分割多重方式で送受信される
通信方式の信号と、第２の方式が送信フレーム内に信号が無出力の区間（無信号区間）を
有する放送方式の信号とを、共通のフレームに格納することができる。
【０１１０】
　本発明の第４の実施形態のフレームでは、第１の方式（時分割多重方式で送受信される
通信方式）の無信号区間に第２の方式（送信フレーム内に無信号区間を有する放送方式）
の第２の信号が、第２の方式の無信号区間に第１の方式の第１の信号が格納されている。
したがって、本発明の第４の実施形態の通信装置１は、時分割多重方式で送受信される通
信方式の信号と、送信フレーム内に無信号区間を有する放送方式の信号とを、共通のフレ
ームに互いに区別して格納することができる。
【０１１１】
　＜第５の実施形態＞
　本発明の第５の実施形態について説明する。
【０１１２】
　第５の実施形態において、通信装置１のコンピュータ、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）又はＭＰＵ（Ｍｉｃｒｏ－Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉ
ｔ）等は、上述した各実施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を実行する
。
【０１１３】
　本発明の第５の実施形態において、通信装置１は、例えばＣＤ－Ｒ（Ｃｏｍｐａｃｔ　
Ｄｉｓｃ　Ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ）等の各種記憶媒体又はネットワークを介して、上述し
た各実施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を取得する。通信装置１が取
得するプログラム、又は、該プログラムを記憶した記憶媒体は、本発明を構成することに
なる。なお、該ソフトウェア（プログラム）は、例えば、制御装置１又はコントローラ３
に含まれる所定の記憶部に、予め記憶されていてもよい。
【０１１４】
　通信装置１のコンピュータ、ＣＰＵ又はＭＰＵ等は、取得したソフトウェア（プログラ
ム）のプログラムコードを読み出して実行する。したがって、通信装置１は、上述した各
実施形態における通信装置１の処理と同一の処理を実行する。
【０１１５】
　本発明の第５の実施形態によれば、通信装置１のコンピュータ、ＣＰＵ又はＭＰＵ等に
実現するためのプログラムといった用途に適用できる。
【０１１６】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、本発明は、上記したそれぞれの実施形態に限定
されるものではない。本発明は、各実施形態の変形・置換・調整に基づいて実施できる。
また、本発明は、各実施形態を任意に組み合わせて実施することもできる。即ち、本発明
は、本明細書の全ての開示内容、技術的思想に従って実現できる各種変形、修正を含む。
【０１１７】
　上記の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には限
られない。
【０１１８】
　［付記１］
　第１の方式の第１の信号を生成する第１の送信処理部と、
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　第２の方式の第２の信号を生成する第２の送信処理部と、
　第１の領域に前記第１の信号を、第２の領域に前記第２の信号を含む時分割多重方式の
フレームを用いて作成した信号を送信する送信部と、
　前記第１の送信処理部及び前記第２の送信処理部に対して、前記フレームに関する情報
を通知する制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記第１の送信処理部に対し、前記第１の領域として、前記フレームにおける前記第２
の方式の無信号区間を通知し、
　前記第２の送信処理部に対し、前記第２の領域として、前記フレームにおける前記第１
の方式の無信号区間を通知する
ことを特徴とする通信装置。
【０１１９】
　［付記２］
　前記第１の送信処理部及び第２の送信処理部のそれぞれに、フレーム長及び分割領域が
同一である前記フレームを出力するフレーム生成部をさらに備え、
　前記第１の送信処理部は、前記フレーム生成部から入力した前記フレームの第１の領域
に前記第１の信号を格納し、
　前記第２の送信処理部は、前記フレーム生成部から入力した前記フレームの第２の領域
に前記第２の信号を格納する
ことを特徴とする付記１に記載の通信装置。
【０１２０】
　［付記３］
　前記フレームの分割領域のうち、前記第１の信号を格納する前記第１の領域と、前記第
２の信号を格納する前記第２の領域とは、予め定められていることを特徴とする付記１又
は２に記載の通信装置。
【０１２１】
　［付記４］
　前記第１の送信処理部は、前記第１の信号を前記第１の領域に格納した前記フレームを
変調して得た信号を前記送信部へ出力し、
　前記第２の送信処理部は、前記第２の信号を前記第２の領域に格納した前記フレームを
変調して得た信号を前記送信部へ出力し、
　前記送信部は、前記第１の送信処理部から入力した信号と、前記第２の送信処理部から
入力した信号とを合成する
ことを特徴とする付記１乃至３のいずれかに記載の通信装置。
【０１２２】
　［付記５］
　時分割多重方式で送受信される通信方式である前記第１の方式の信号を受信する受信処
理部をさらに備え、
　前記受信処理部は、前記受信した信号を復調して得たフレームに格納されている信号の
うち、前記第１の領域に対応する領域に格納されている信号を抽出し、抽出した前記信号
を受信することを特徴とする付記１乃至４のいずれかに記載の通信装置。
【０１２３】
　［付記６］
　前記第１の方式は、時分割多重方式で送受信される通信方式であり、
　前記第２の方式は、フレーム内に無信号区間を有する放送方式である
ことを特徴とする付記１乃至５のいずれかに記載の通信装置。
【０１２４】
　［付記７］
　第１の方式の第１の信号を生成し、
　第２の方式の第２の信号を生成し、
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　第１の領域に前記第１の信号を、第２の領域に前記第２の信号を含む時分割多重方式の
フレームを用いて作成した信号を送信し、
　前記第１の領域として、前記フレームにおける前記第２の方式の無信号区間を通知し、
　前記第２の領域として、前記フレームにおける前記第１の方式の無信号区間を通知する
ことを特徴とする通信方法。
【０１２５】
　［付記８］
　フレーム長及び分割領域が同一である前記フレームを出力し、
　出力された前記フレームの前記第１の領域に前記第１の信号を格納し、
　出力された前記フレームの前記第２の領域に前記第２の信号を格納する
ことを特徴とする付記７に記載の通信方法。
【０１２６】
　［付記９］
　前記フレームの分割領域のうち、前記第１の信号を格納する前記第１の領域と、前記第
２の信号を格納する前記第２の領域とは、予め定められていることを特徴とする付記７又
は８に記載の通信方法。
【０１２７】
　［付記１０］
　前記第１の信号を前記第１の領域に格納した前記フレームを変調して得た信号と、前記
第２の信号を前記第２の領域に格納した前記フレームを変調して得た信号とを合成するこ
とを特徴とする付記７乃至９のいずれかに記載の通信方法。
【０１２８】
　［付記１１］
　受信した前記信号を復調して得たフレームに格納されている信号のうち、前記第１の領
域に対応する領域に格納されている信号を抽出し、
　抽出した前記信号を、時分割多重方式で送受信される通信方式である前記第１の方式の
信号として受信する
ことを特徴とする付記７乃至１０のいずれかに記載の通信方法。
【０１２９】
　［付記１２］
　前記第１の方式は、時分割多重方式で送受信される通信方式であり、
　前記第２の方式は、フレーム内に無信号区間を有する放送方式である
ことを特徴とする付記７乃至１１のいずれかに記載の通信方法。
【０１３０】
　［付記１３］
　第１の方式の第１の信号を生成する処理と、
　第２の方式の第２の信号を生成する処理と、
　第１の領域に前記第１の信号を、第２の領域に前記第２の信号を含む時分割多重方式の
フレームを用いて作成した信号を送信する処理と、
　　前記第１の領域として、前記フレームにおける前記第２の方式の無信号区間を通知す
る処理と、
　前記第２の領域として、前記フレームにおける前記第１の方式の無信号区間を通知する
処理と、
をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【０１３１】
　［付記１４］
　フレーム長及び分割領域が同一である前記フレームを出力する処理と、
　出力された前記フレームの前記第１の領域に前記第１の信号を格納する処理と、
　出力された前記フレームの前記第２の領域に前記第２の信号を格納する処理と
を含むことを特徴とする付記１３に記載のプログラム。
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　［付記１５］
　前記フレームの分割領域のうち、前記第１の信号を格納する前記第１の領域と、前記第
２の信号を格納する前記第２の領域とは、予め定められていることを特徴とする付記１３
又は１４に記載のプログラム。
【０１３３】
　［付記１６］
　前記第１の信号を前記第１の領域に格納した前記フレームを変調して得た信号と、前記
第２の信号を前記第２の領域に格納した前記フレームを変調して得た信号とを合成する処
理を含むことを特徴とする付記１３乃至１５のいずれかに記載のプログラム。
【０１３４】
　［付記１７］
　受信した前記信号を復調して得たフレームに格納されている信号のうち、前記第１の領
域に対応する領域に格納されている信号を抽出する処理と、
　抽出した前記信号を、時分割多重方式で送受信される通信方式である前記第１の方式の
信号として受信する処理と
を含むことを特徴とする付記１３乃至１６のいずれかに記載のプログラム。
【０１３５】
　［付記１８］
　前記第１の方式は、時分割多重方式で送受信される通信方式であり、
　前記第２の方式は、フレーム内に無信号区間を有する放送方式である
ことを特徴とする付記１３乃至１７のいずれかに記載のプログラム。
【符号の説明】
【０１３６】
　１　通信装置
　１１　第１の送信処理部
　１２　第２の送信処理部
　１３　送信部
　１４　制御部
　１５　フレーム生成部
　１６　アップコンバータ
　１７　信号増幅器
　１８　アンテナ分配部
　１９アンテナ
　２０　受信処理部
　１１１　第１のＥＮＣ
　１１２　第１のＦＲＭ
　１１３　ＭＯＤ
　１２１　第２のＥＮＣ
　１２２　第２のＦＲＭ
　１２３　ＩＦＦＴ部
　２０１　ＡＧＣ
　２０２　ＤＥＭＯＤ
　２０３　ＤＥＦＲＭ処理部
　２０４　ＤＥＣ
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